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表 9-1 評価書作成に当たっての準備書記載事項との相違の概要(15/96) 

該当箇所 相違の概要 
6.1.1 6.1.1.3 予測の結果 P6.1.1-30 1) 予測の手法 9 行目の「降下ばいじんの

評価の参考値」を「生活環境を保持するこ
とが必要な地域の指標」に変更した。 
10 行目の「浮遊粉じんの評価の参考値」を
「不快、不健康感を訴えるものが増加する
値」に変更した。 
12～13 行目の「降下ばいじんを指標に予測
及び評価を行うものとする。」を「降下ば
いじんについて予測を行うものとする。」
に変更した。 
「表 6.1.1-3 粉じん等の評価の参考値」に
ついて、表題を「粉じん等の指標」に、表
中の「環境影響の評価の参考値」を「粉じ
ん等の指標」に変更した。 

  P6.1.1-73 2)予測結果 
工事に係る降下ばいじんの寄与量の参考値
及びこの参考値と予測結果を用いた評価の
記述を削除し、各予測地点における予測結
果のみを記載した。 

  P6.1.1-74～
82 

表 6.1.1-11(1)～(10)について、参考値の欄
を削除した。 

 6.1.1.4 環境保全措置
の検討 

P6.1.1-83 (1)環境保全措置の検討項目全文の「環境保
全措置の検討は、予測結果を踏まえ、環境
影響が小さいと判断される場合以外に行
う。表 6.1.1-12 に示すように、予測の結果
から、工事の実施に伴う降下ばいじんの影
響は小さいと判断されることから、環境保
全措置の検討を行う項目はない。」を「大
気質（粉じん等）について、工事の実施に
伴う降下ばいじんの影響を事業者の実行可
能な範囲内でできる限り回避・低減するた
めの環境保全措置として、表 6.1.1-12 に示
すとおり、検討した。」に変更した。 

   「(2)工事の実施における環境保全措置の検
討 1)環境保全措置の検討」を追加した。 

  P6.1.1-84 「2)検討結果の検証」及び「3)検討結果の
整理」を追加した。 

 6.1.1.5 事後調査 P6.1.1-85 「6.1.1.5 事後調査」を追加し、「6.1.1.5
環境影響を低減するために実施する対応」
を削除した。 

 6.1.1.6 評価の結果 P6.1.1-86 (1)評価の手法 「2) 基準又は目標との整
合の視点」を追加した。 

   (2)評価の結果 「1) 回避又は低減に係る
評価」及び「2) 基準又は目標との整合性に
係る評価」を追加した。 

  P6.1.1-87 「表 6.1.1-15 基準又は目標との整合性の
検討結果」を追加した。 

6.1.2 6.1.2.2 調査結果の概
要 

P6.1.2-4 ④調査期間等 a) 騒音の状況 5～7 行目
に、「なお、調査日については、降雨など
が無く調査地点の周辺において工事やイベ
ント（祭り等）など、騒音や交通量の状況
に影響を及ぼすことない、平均的と考えら
れる日に実施した。」を追加した。 






































































































































































